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文春図書館





ギー密度が低すぎて、日本


が必要とする量のエネルギ


ーを確保できないことを知


っておくべきだ。


　ウラン原発からトリウム


原発に行くことで、プルト


ニウム経由の核拡散の可能


性がなくなり、核兵器廃絶


の道が容易に開けること。


原発の最大の難題、核廃棄


物処理の問題解決の道も開


けてくるなど、驚くことば


かりだ。








　×月×日


　二〇〇〇年に起きた「旧


石器遺跡程遺事件」はまこ


とにショッキングな事件だ


った。


　私はこの事件に奇妙なか


かわりを持っている。あの


事件が事件としてあばかれ


る以前に、程遺にちがいな


いと見抜いて、動かぬ証拠


とともにあばこうとした


人々とかかわりを持ったか


ら、それがあばかれる最後


の場面を内側からウオッチ


していたのである。


　動かぬ証拠とは、例の栓


造犯が、インチキ旧石器を


自ら遺跡の現場に仕込ん


で、次に遺跡発掘の研究者








として登場し、自分が仕込


んだインチキ旧石器をさも


自分が自然に発見したかの


ように見せかけて、大驚き


してみせるという、自作自


演の大ドラマの全過程をす


べて動画で記録してしまう


こ七である。


　私が参加したのは、最終


過程のＩ歩前だったから、


もうほとんど真っ黒の映像


を沢山見せてもらって、唖


然とした。


　とにかくあれは後味の悪


い事件だった。はじめはで


きごころで数件やっただけ


と思っていたら、ものすご


く長きにわたって、何件も


何件もやっていた。結局彼


がかかわった石器は全否定


され、日本の旧石器考古学


は根底からくずれることに


なった。事件後最初の学会


を取材した。その大混乱ぶ


りを目前にして、日本の旧


石器考古学はほとんど再起








『旧石器時代』








不能と思った。学会全体が


根底から信用を失ってい


た。犯人が精神に異常をき


たしてしまったため、事件


の真相解明を十分行うこと


ができず、これからいった


い何をどれだけ信じてよい


のかもわからなかった。


　あれから十年、堤隆『列


島の考古学　旧石器時代』


（河出書房新社　２８００円十


税）を読んで、ようやく日


本の旧石器考古学が復活し


たことを知った。一時は全


否定されかけた日本の旧石


器時代が四万年前以降につ


いてはたしかに存在してい


たことがわかってきた。し


かし四万年前以前とされる


ものについては、具体的な


一つ一つの石器について


「ただの石ころ」と否定す


る学者と、「たしかに石器」


と主張する学者がぶつかり


あっている。その主張のぶ


つかり合い具合を具体的な


石器の写真を示して述べて


いくところが面白い。


　怪しいものがいろいろあ


る一方、確かな旧石器遺跡


も多数出現している（後期


旧石器初頭ハー遺跡、後期


旧石器末一七九二遺跡）。








旧石器時代からこの日本に


は確かに豊かな文明を持っ


た祖先たちがあちこちに住


んでいたのだ。





　×月×日


　時代を一挙に下って、近


現代史の面白さを満喫させ


てくれるのは、御厨貴編著


『近現代日本を史料で読む』（中公新書　８８０円十税）。


　近年さまざまの歴史的重


要人物の日記メモのたぐい


が公刊されることによっ


て、歴史の見方がガラリと


変るということがよくあ


る。本書は「原敬日記」や


「昭和天皇独白録」のよう


な誰でも知っている史料や


「倉富男三郎日記」「松本剛


吉政治日誌」「梨本宮伊都


子日記」など歴史のプロだ


けが知っている史料からど


れほど多くのことが読みと


られ、歴史が解明されてき


たかを、詳細に解説して、


史料を読む面白さと史料に


ひそむワナの恐さを教えて





くれる。植木枝盛の日記に


「天皇と偕に寝ね、又皇后


と同裳して寝ね交購することを夢む」という一節があることを知れば誰しもギョ　














ツとするだろう。








　×月×日


　最も壮大な歴史といえ


ば、ビッグバン以来の宇宙


論的歴史だ。宇宙背景放射


のゆらぎを観測することで


そこにメスをいれていった


のが、ＣＯＢＥとＷＭＡＰ


の二つの探査衛星。マーカ


ス・チャウン『宇宙誕生』


（筑摩書房　１６００円十税）によれば、彼らが発見した「量子ゆらぎ」のホットスポットから今世紀最大の宇宙の謎解明がはじまった。ホットスポットは奇妙に一直線にならぶので「悪の枢軸」と名付けられ、もしかするとビッグバンモデルはまちがっているのかもしれないと考えられたという。あるいは、南天に存在する「巨大なコールドスポット」すなわち巨大なボイドは、われわれの宇宙とはちがう誕生の仕方をした別種の宇宙が存在することを示す最初の証拠なのかもしれないという。


　よくわからないが、宇宙


は不思議に満ち満ちている


ということだけはわかる。











　　『


ぼくの血となり肉となった五〇〇冊　そして血にも肉にもならなかっ


　たＩ〇〇冊』（小社刊）には、この連載の五十回分も収録されています








『私の読書日記』は、立花隆、池滞夏樹、山崎努、酒井順子、


鹿島茂の五氏が毎週交代で執筆いたします。
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